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新潟県酒造組合・需要振興委員
尾畑酒造㈱ 代表取締役 平島 健

新潟清酒の国際展開

酒の国・にいがた

新潟県酒造組合
需要振興委員会
海外戦略担当

平島 健

東京都西東京市（保谷市）出身
明治大学政治経済学部卒業
角川書店にて雑誌編集
結婚をきっかけに妻の実家へ
平成20年 尾畑酒造㈱社長就任
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自己紹介 酒の国・にいがた
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ピーク時の約３分の１、ここに来て下げ止まり
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日本酒国内出荷事情 酒の国・にいがた
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新潟清酒の状況

平成８年まで右肩上がり、ここに来て復調
平成２５年は前年比１０４％

酒の国・にいがた
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新潟清酒の位置

●清酒出荷量：全国第３位、シェア８％
（１位＝兵庫、２位＝京都）

●吟醸酒・純米吟醸出荷量：全国１位
（シェアは約２４％と他を圧倒）

●蔵元の数：全国１位（９２社）

●清酒の１人当たりの消費量：全国１位

酒の国・にいがた
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新潟清酒の優位性 酒の国・にいがた

• 新潟は酒造りに最適な気象環境

• 夏は日照が長く気温が高めで米作りに最適

• 酒造期である冬は日照が短く降雪量が多いた
め昼夜の寒暖差が少なく安定した低温環境。
低温長期発酵による木目細かい新潟清酒の味
わいを生みだす大きな要因となっています。
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新潟清酒の優位性 酒の国・にいがた

• 日本一の米処

• 栽培技術が優れているため酒米に関しても素
晴らしい品質を誇ります。

• 新潟の酒造りは米を沢山磨いて仕込むことが
特徴的で、平均精米歩合が５８．５％と全国
平均より８％近く余計に米を磨いています。

酒の国・にいがた新潟清酒の優位性

• 高い山々に囲まれ、全国有数の豪雪地帯

• この雪解け水による豊富で良質な水が米を
育み、酒を育みます。

• その水質のほとんどはミネラル分の少ない
軟水で、口当たりの滑らかな柔らかい酒質
を生み出します。
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酒の国・にいがた新潟清酒の優位性

• 新潟清酒を育む越後杜氏は全国一の規模
を誇る酒造技能者集団

• 全国で唯一の清酒を対象とした県立研究
機関である新潟県醸造試験場

• 若手技術者の育成を行う新潟清酒学校

◆全国清酒出荷量
⇒57万4005kl

◆全国清酒輸出量
⇒1万6202kl

（対比２．８％）

◆全国清酒輸出金額⇒105億2400万円
(平成２５年、対前年比１１７，６％）

＊フランスのワインの輸出量⇒約7700億円

酒の国・にいがた清酒海外輸出の状況

出典：国税庁
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酒の国・にいがた新潟清酒海外輸出

◆新潟清酒輸出数量⇒1375㎘
(平成２４年、対前年比１１７，３％）

＊国内出荷数量比３．１％
１０年で約４．５倍の伸び

出典：新潟県酒造組合
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酒の国・にいがた新潟清酒海外輸出

全国の輸出量上位３か国 新潟県の輸出量上位３か国

平成２３年 アメリカ ４，０７０，８７１ℓ アメリカ ３５１，２３８ℓ

韓国 ２，８２８，２２３ℓ 韓国 ３４８，９９３ℓ

台湾 １，６８０，０８１ℓ 香港・マカオ １７２，４９２ℓ

平成２４年 アメリカ ３，９５２，１１３ℓ 韓国 ４４４，９８３ℓ

韓国 ２，９０４，０８８ℓ アメリカ ４２１，２３２ℓ

台湾 １，６０３，４５０ℓ 香港・マカオ １６８，１６０ℓ

◆輸出における新潟清酒のシェア９．７％
（平成２４年、上位国では１０％超）
＊韓国は出荷数量で米国より多いが金額では下
☆平成２５年はさらなる伸びがあったと思われる
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酒の国・にいがた清酒輸出増大の理由

• 寿司に代表される和食の世界進出

• アジア圏を中心とした急速な世界経済の
発展に伴い、富裕層が形成

• 甘味と旨味のアルコール飲料として多く
の料理に合う食中酒としての魅力
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酒の国・にいがた輸出への追い風

• 國酒プロジェクト2012年～

≪日本産酒類の輸出促進連絡会議≫

内閣府、総務省、外務省、国税庁、

文化庁、農水省、経産省、観光庁

外務省＝大使館等で日本酒を

農水省＝海外イベントでＰＲ

観光庁＝酒蔵ツーリズム

JETRO＝各種コンベンション

• 和食の世界無形文化財登録2013年12月
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酒の国・にいがた輸出への阻害要因

• 海外で飲まれる清酒の過半数は外国産

アメリカ産、中国産、韓国産、カナダ

産、ベトナム産、ブラジル産ほか

中にはフレーバーを付けたＳＡＫＥも

品質に難のある商品もある

• 取り扱う人の知識不足

• 良質な原料米の安定供給
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酒の国・にいがた業界としての課題

• 日本酒を知ってもらう啓蒙活動

本来の味わいを知ってもらう試飲会

製法や種類を伝えるセミナー

飲み方や料理とのペアリング

管理方法などプロ向きの情報

• 輸出への環境整備

相手国の関税撤廃、禁輸措置解消

日本酒の国際的な定義
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酒の国・にいがた組合の取り組み事例
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酒の国・にいがた組合の取り組み事例
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酒の国・にいがた組合の取り組み事例
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酒の国・にいがた組合の取り組み事例
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酒の国・にいがた組合の取り組み事例
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酒の国・にいがた組合の取り組み事例
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酒の国・にいがた組合の取り組み事例
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酒の国・にいがた各蔵における課題

• 外国語対応（主に英語）

ＨＰ、メールおよび電話対応、商談

• 市場の選択

売りたいものと売れるもの、タイミング

国によっての法律や制度の違い

• リスク回避（主に直接取引の場合）

貿易保険、ＬＣ(信用状取引)、海外ＰＬ

• ブランドを知ってもらう啓蒙活動
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酒の国・にいがた各蔵の取り組み事例
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酒の国・にいがた各蔵の取り組み事例
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酒の国・にいがた各蔵の取り組み事例

●農業⇒酒米需要が高まる

●食材⇒郷土料理の振興

●文化⇒テロワール

●観光産業⇒酒の生産地への興味

酒蔵ツーリズム

酒の国・にいがた国際展開の先にあるもの
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292014年3月15日16日開催（昨年は86,000人来場）

酒の国・にいがたにいがた酒の陣
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酒の国・にいがた最後に

・新潟のお酒を飲みましょう。

新潟の農家が潤います！

新潟の経済が回ります！

新潟の豊かな環境が守られます！

新潟の未来へ！！！

・英語や貿易業務など皆様の得意分野で

新潟清酒の輸出振興にお力をお貸しください
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